
羽
田
空
港
対
策
特
別
委
員
会
（
清
水

菊
美
区
議
も
委
員
）
に
は
議
会
ご
と
に

多
く
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
ま
す
が
自
民
・

公
明
・
令
和
等
の
議
員
は
多
く
を
不
採

択
と
し
て
い
ま
す
。
第
３
回
定
例
議
会

２
次
付
託
分
の
「
航
空
機
騒
音
に
よ
る

区
民
へ
の
健
康
被
害
を
調
査
し
、
実
態

の
把
握
を
求
め
る
陳
情
」
も
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。
党
区
議
団
は
以
下
の
意

見
を
述
べ
て
採
択
を
求
め
ま
し
た
。

「
陳
情
者
は
新
飛
行
ル
ー
ト
の
開
始

に
よ
る
航
空
機
騒
音
の
健
康
へ
の
影
響

を
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

航
空
機
騒
音
に
よ
る
住
民
の
健
康
影

響
を
調
査
し
、
実
態
の
把
握
と
対
策
を

講
じ
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
の
論
議
の
中
で
、
浦
安
市

の
事
例
で
の
健
康
へ

の
影
響
の
エ
ビ
デ
ン

ス
が
無
い
、
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た

が
、
２
０
１
０
年
１
０
月
末
か
ら
の
羽

田
空
港
Ｄ
滑
走
路
使
用
開
始
に
よ
る
空

港
の
２
４
時
間
国
際
空
港
化
な
ど
の
空

港
機
能
強
化
に
対
し
て
、
当
時
の
浦
安

市
は
、
独
自
に
騒
音
影
響
予
測
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も
に
、
騒
音

に
よ
る
睡
眠
へ
の
影
響
を
調
査
・
研
究

し
て
い
る
専
門
家
へ
の
相
談
も
行
い
、

飛
行
ル
ー
ト
下
の
住
民
の
健
康
被
害
を

考
え
、
訴
訟
も
辞
さ
ず
と
の
覚
悟
で
、

国
土
交
通
省
に
臨
み
、
当
初
の
飛
行
ル
ー

ト
を
陸
か
ら
海
側
に
大
幅
に
変
更
さ
せ

た
。
と
の
浦
安
市
の
広
報
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
１
０
月
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
欧
州

事
務
局
は
環
境
騒
音
に
よ
る
心
臓
血
管

系
や
代
謝
へ
の
悪
影
響
が
生
ず
る
と
し

て
い
ま
す
（
中
略
）

し
か
し
、
大
田
区
航
空
機
騒
音
固
定
調

査
Ｄ
Ｅ
Ｎ
の
５
月
の
確
定
に
お
い
て
、

大
田
市
場
で
は
47.

4
ｄ
ｂ
（
デ
シ
ベ
ル
）
、

新
仲
七
町
会
会
館
46.

2
ｄ
ｂ
（
デ
シ
ベ

ル
）
で
、
国
土
交
通
省
の
基
準
値
以
下

で
あ
り
問
題
な
い
と
区
の
担
当
課
は
言
っ

て
い
ま
す
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
基
準
値
か
ら

は
上
回
り
、
健
康
被
害
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
新
飛
行
ル
ー
ト
に
於
け
る
航
空
機

騒
音
に
よ
る
住
民
の
健
康
影
響
を
調
査

し
、
実
態
の
把
握
と
対
策
を
講
じ
る
よ

う
求
め
て
い
る
本
陳
情
の
採
択
を
求
め

ま
す
。
」
以
上

◆
国
土
交
通
省
は
東
糀
谷
ポ
ン
プ
場

（
左
写
真
）
で
9
月
の
約
2
週
間
、
飛

行
機
の
騒
音
測
定
を
行
い
ま
し
た
。
結

果
は
2
か
月
後
で
す
。

◆
左
写
真
羽
田
5
丁
目
（
環
八
沿
い
）

一
昨
年
設
置
さ
れ
た
自
動
車
騒
音
の
測

定
局夜

間
で
基
準
値
を
上
回
っ
て
い
る

日本共産党区議会議員清水菊美

こんにちは
ニュース

連絡先 清水菊美事務所
０９０－３３４２－３００１

２０２０年 １０月１５日

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
国
際
便
９
割
減
便

な
の
に
強
引
な
新
飛
行
ル
ー
ト
で

騒
音
・
大
気
汚
染
等
の
悪
化



コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
ら
れ
な
い
事
態
が
起
こ
る
中
、

保
健
所
の
体
制
の
脆
弱
さ
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

感
染
症
対
策
の
保
健
師
は
10
名
だ
け

で
、
土
・
日
も
出
勤
し
、
平
均
残
業
時

間
は
3
月
65
時
間
、
4
月
82
時
間
、
5

月
29
時
間
、
7
月
56
時
間
と
す
さ
ま
じ

い
残
業
時
間
で
す
。
地
域
健
康
課
の
保

健
師
が
兼
務
で
応
援
に
入
っ
て
い
ま
す

が
、
厚
労
省
は
「
2
カ
月
な
い
し
6
カ

月
に
月
80
時
間
以
上
連
続
残
業
は
過
労

死
に
至
る
危
険
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

感
染
症
対
策
専
門
の
保
健
所
職
員
は

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
電
話
相
談
か
ら
始
ま
り
、

入
院
の
あ
っ
せ
ん
、
検
体
搬
送
、
感
染

者
の
行
動
履
歴
調
査
と
濃
厚
接
触
者
の

特
定
、
検
査
の
た
め
の
病
院
探
し
や
患

者
の
搬
送
の
手
配
な
ど
で
す
。
さ
ら
に

接
触
者
に
は
2
週
間
、
「
健
康
観
察
」

と
し
て
朝
夕
の
体
温
を
確
認
す
る
た
め

毎
日
一
人
、
一
人
に
電
話
を
か
け
る
な

ど
連
日
、
過
酷
な
業
務
に
従
事
し
て
い

ま
す
。

東
京
都
衛
生
年
報
（
１
９
７
４
年
版
）

に
よ
れ
ば
大
田
区
は
4
保
健
所
（
保
健

師
は

1
保
健
所

約
9
人
）
で
、

35
，
6
人
の
保
健
師
が
全
員
感
染
症
対

応
を
し
て
い
ま
し
た
。
生
活
圏
で
、
住

民
密
着
型
の
活
動
で
適
切
な
把
握
が
で

き
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
１
９
９
０

年
、
保
険
所
法
を
改
悪
し
、
地
域
保
健

法
と
し
、
「
経
済
的
な
利
益
を
生
ま
な

い
公
衆
衛
生
」
に
か
か
る
費
用
を
「
無

駄
な
お
金
」
と
新
自
由
主
義
で
、
統
廃

合
を
進
め
、
１
，
９
９
４
年
大
田
区
は

1
保
健
所
、
４
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

組
織
改
正
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
感
染
対
策
保
健
師
の
過

労
死
寸
前
の
残
業
を
無
く
し
、
接
触
者

追
跡
で
き
る
人
員
増
、
保
健
所
体
制
の

見
直
し
を
求
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
保
健
師
業
務
の
補
助
と
し
て

１
０
月
１

日
よ
り
、

事
務
職
員

が
４
名
増

員
さ
れ
ま

し
た大

森
南
児
童
館
の
学
童
保
育
事
業
は

２
０
２
１
年
9
月
27
日
よ
り
大
森
第
４

小
学
校
内
に
移
転
と
な
り
ま
す
。

危
険
と
指
定
さ
れ
て
い
る
隣
家
の
間

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
は
、
来
年
度
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
前
の
区
道
の
改
善

を
道
路
課
に
お
願
い
し
て
い
ま
す

羽
田
旭
町
に
は
、
ヤ
マ
ト
運
輸
大
物

流
セ
ン
タ
ー
、
Ａ
Ｎ
Ａ
研
修
セ
ン
タ
ー
、

三
井
不
動
産
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ
ー

ク
が
完
成
し
、
近
く
の
穴
守
稲
荷
駅
を

利
用
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
混
雑

解
消
の
為
に
海
老
取
川
に
橋
を
か
け
る

こ
と
を
自
民
区
議
が
提
案
し
て
い
ま
す

清水菊美区議
なんでも相談

毎週木曜日午後３時〜５時、
大森東４－３４－１７事務所

連絡先０９０ー３３４２ー３００１
顧問弁護士による
法律相談 第４木曜日です。
電話にて予約をしてください。

（曜日や時間は調整できます。お気 軽
に電話をください）

大
森
南
児
童
館

変
わ
り
ま
す

羽
田
旭
公
園
と
モ
ノ
レ
ー
ル

整
備
場
駅
と
の
間
に
橋
？

大
田
区
保
健
所
体
制
の

改
善
を
急
ぐ
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す

大田区
新型コロナウイルス
感染者数
陽性患者数（10月12日時点）

は、1,305名です。

（注釈）都のデータセン

ターとの確認作業中のため、

今後も変動する可能性があ

ります。

回復者数（10月12日時点）

は、1,027名です。


